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て の 講 習 会 を 同 支 部 会 館 で開 催 し た 。  約

3 0人 が 参 加 し 、

時 間 外 労 働 の 上 限 規 制 な ど

に つ い て 学 んだ 。　
冒 頭 、 小 藥

支 部 長 は 公 共工 事 で は 週 休２ 日 制 が 浸 透し て き て い るも の の 、 民 間工 事 は ま だ まだ 問 題 が あ ると し 「 働 き 方改 革 へ の 対 応は 非 常 に 難 しい が 、 将 来 に向 け て 取 り 組ん で い か な けれ ば な ら ない 。 本 日 は 良

価 格 ） は ３ ６ ５ ５ 万 ８ ０ ００ 円 。 ８ 月

1 0日 ㈭ に 開 札 す

る 。　
土 地 の 所 在 は Ｆ

4 1街 区 ⑮

画 地 。 用 途 地 域 は 第 一 種 低層 住 居 専 用 地 域 （ 建 ぺ い 率 　
同 施 設 は 建 築 か ら 約

2 0年

が 経 過 し て お り 、 エ ア コ ンや 機 械 設 備 等 に 不 具 合 が 生じ て い る 。 建 物 に 大 き な 不具 合 は な い が 今 後 長 く 同 施設 を 使 用 し て い く た め に 改修 を 行 っ て 施 設 の 長 寿 命 化を 図 る こ と と し た 。

法 令 改 正 の ポ イ ン ト や 時 間外 労 働 の 上 限 規 制 な ど に つい て わ か り や す く 解 説 した 。　
参 加 者 は 資 料 に 目 を 通 し

な が ら 今 後 対 応 し て い く べき 様 々 な 問 題 に つ い て 理 解を 深 め た 。　
水 戸 市 は 吉 田 第 ２ 処 理 分

区 の 枝 線 整 備 に 向 け 、 延 長３ ９ ２ ｍ （ 推 進 工 法 φ ２ ００ ㎜ 、 小 口 径 管 低 耐 荷 力 ）の 設 計 に 着 手 す る 。 来 月 １日 に 指 名 競 争 入 札 を 執 行 する 。 予 定 価 格 は １ ０ ３ ６ 万円 （ 税 抜 き ）  。　
委 託 箇 所 は 酒 門 町 地 内 。

国 道 ６ 号 東 側 の 県 道 下 入 野水 戸 線 部 分 の 約 ２ ９ ７ ｍ と県 道 中 石 崎 水 戸 線 部 分 の 約
9 5ｍ 。 履 行 期 間 は ２ ０ ０ 日

間 と し て い る 。 い て は 、 分 譲 事 業 の 敷 地 の用 途 に 供 す る こ と と し 、 土地 の 引 渡 し の 日 か ら ５ 年 以内 に 住 宅 の 建 設 お よ び 分 譲事 業 を 行 う こ と な ど を 設 定し て い る 。　
入 札 説 明 書 の 配 布 期 間 は

　
施 設 規 模 は 管 理 事 務 所 が

Ｒ Ｃ 造 （ 一 部 Ｓ 造 ） ２ 階 建て ８ ４ ７ ㎡ で １ ９ ７ ２ 年築 。 テ ニ ス コ ー ト 管 理 棟 はＲ Ｃ 造 ２ 階 建 て １ ７ ９ ㎡ で
7 3年 築 。

　
調 査 に 当 た っ て は 建 物 の

被 災 等 履 歴 、 用 途 変 更 、 重量 物 の 増 減 等 、 建 物 の 状 況 て い く 事 を 検 討 し て い る ため 、 学 校 の 長 期 休 み の 期 間を 活 用 し て 工 事 を 行 う 考 えだ 。

　
県 建 設 業 協 会 筑 西 支 部

（ 小 藥 拓 巳 支 部 長 ＝

写 真 右

）

は

1 4日 、 働 き 方 改 革 に つ い

　
県 土 浦 土 木 事 務 所 つ く ば

支 所 は 、 つ く ば 市 に あ る 島名 ・ 福 田 坪 地 区 の 住 宅 事 業者 向 け 用 地 を 一 般 競 争 入 札で 分 譲 す る 。  面 積 は ６ １ ３  ・４ ㎡ 。 予 定 価 格 （ 最 低 売 却

く 勉 強 し て 各 社 の 体 制 を 整え て い た だ き た い 」 と あ いさ つ 。　
講 習 で は 、 社 会 保 険 労 務

士 法 人 ニ ュ ー 岩 﨑 事 務 所 の岩 﨑 広 行 所 長 （

写 真 左

） が

「 ２ ０ ２ ４ 年 ど う す る 建 設業 の 働 き 方 改 革 」 と 題 し て講 義 。 働 き 方 改 革 関 連 法 の
4 0％ 、 容 積 率

8 0％ ）  。 つ く

ば エ ク ス プ レ ス み ど り の 駅の 北 部 、 徒 歩 約

2 1分 の 一 般

住 宅 地 区 に 位 置 。 周 辺 道 路は 、 つ く ば 市 道 ７

－ ２ ２ ３

５ 号 線 に 接 し て い る 。　
土 地 利 用 の 主 な 条 件 に つ

　
土 浦 市 は 川 口 運 動 公 園 陸

上 競 技 場 管 理 棟 及 び テ ニ スコ ー ト 管 理 棟 の 耐 震 診 断 調査 業 務 を 実 施 す る 。 耐 震 性の 有 無 を 踏 ま え て 今 後 の 施設 の 方 針 を 策 定 す る 。

1 8日

に 同 業 務 の 一 般 競 争 入 札 を公 告 。 参 加 資 格 確 認 申 請 受付 期 間 は

2 7日 ま で 。

　
想 定 す る 工 事 内 容 は １ 期

工 事 が 空 調 や 電 気 設 備 、 配管 な ど が メ イ ン 。 ２ 期 工 事は 厨 房 設 備 や 屋 根 、 外 壁 の改 修 を 行 う 見 通 し だ 。　
改 修 工 事 に つ い て は 、 給

食 セ ン タ ー と し て の 機 能 を可 能 な 限 り 停 止 せ ず に 進 め

　
那 珂 市 は 、 鷺 内 住 宅 （ 菅

谷 １ ０ ９

－ １ ） Ｃ 棟 の 外 壁

改 修 工 事 を 計 画 し て い る 。主 な 内 容 は 外 壁 塗 装 や クラ ッ ク 補 修 。 実 施 設 計 委 託に 係 る 指 名 競 争 を 今 月

2 8日

に 執 行 す る 予 定 で 、 予 定 価格 は １ ６ ２ 万 円 （ 税 抜 き ）  。　
市 営 住 宅 長 寿 命 化 事 業 の

一 環 で 実 施 す る 。 外 壁 の 再塗 装 、 ひ び 割 れ ・ 欠 損 部 の補 修 工 事 を 行 う ほ か 、 手 すり の 補 修 な ど も 行 う 予 定 。実 施 設 計 に つ い て は 年 内 をめ ど に ま と め る 計 画 で 、 着工 は ２ ０ ２ ４ 年 度 を 見 込 んで い る 。　
鷺 内 住 宅 Ｃ 棟 は

1 2戸 １

棟 。 Ｒ Ｃ 造 ３ 階 建 て 、 延 べ床 面 積 ９ ８ ９ ㎡ 。 今 月

2 8日 ま で 。

2 7日 ・

2 8日

に 入 札 参 加 資 格 審 査 受 付 を行 う 。　
落 札 さ れ な か っ た 場 合 な

ど は 、 ８ 月

1 4日 ～ ９ 月

2 9日

ま で の 間 、 先 着 受 付 で 買 受人 を 決 定 す る 。（ コ ン ク リ ー ト 強 度 等 ）  、 非構 造 部 材 の 調 査 （ 仕 上 げ 部材 の 著 し い 劣 化 状 況 、 剥 落状 況 等 ） に 関 す る 調 査 な どを 行 う 。 履 行 期 間 は ２ ０ ２４ 年 ２ 月

2 9日 ま で 。

　
な お 、 耐 震 診 断 調 査 業 務

の 主 な 入 札 参 加 資 格 は 建 築関 係 建 設 コ ン サ ル タ ン ト に係 る 競 争 入 札 参 加 資 格 の 認定 を 受 け て い る こ と や 一 級建 築 士 事 務 所 登 録 を 有 す るこ と 、 土 浦 市 内 に 本 店 を 有す る こ と な ど 。 予 定 価 格 は１ １ １ ９ 万 円 （ 税 抜 き ）  。８ 月 ８ 日 に 開 札 す る 。

　
同 施 設 は

0 3

年 ４ 月 に 開設 。 規 模 は 本館 が Ｓ 造 平 屋建 て 延 べ 床 １５ ６ １ ・ ６ ２㎡ 。 厨 房 仕 様は ド ラ イ シ ステ ム 。 調 理 能力 は ３ ５ ０ ０食 ／ 日 。 主 要機 器 は 蒸 気 回転 釜 、 連 続 式揚 物 機 、 スチ ー ム コ ン ベク シ ョ ン オ ーブ ン 、 シ ャ ト

ル コ ン テ ナ 、  調 理 品 冷 蔵 庫 、食 器 洗 浄 機 、 食 缶 洗 浄 機 、コ ン テ ナ 洗 浄 機 、 コ ン テ ナイ ン 消 毒 保 管 機 。

む た め 、 水 戸 市 、 茨 城 町 、友 部 町 で 集 団 調 印 を 実 施 しま し た 。　
１ ０ ０ 億 円 以 上 も の 契 約

を 完 了 し 、 一 息 つ い て い た頃 の こ と で す 。  室 長 か ら  「 今度 、 都 市 軸 道 路 を 高 速 道 路対 策 室 で 任 さ れ た 。 地 元 市町 村 と 設 計 等 の 協 議 や 鉄 道と の 調 整 を 、 浦 和 さ ん 担 当で や っ て ほ し い 。 来 年 度 には 県 南 都 市 建 設 事 務 所 （ 現つ く ば 支 所 ） に 担 当 を 移 すこ と に な っ て い る 」 と 伝 えら れ ま し た 。　
都 市 軸 道 路 は 、 全 体 計 画

延 長 が 約

3 0㎞ 。 県 内 の 鉄 道

（ つ く ば エ ク ス プ レ ス ） に

沿 う 区 間 は ９ ・ ９ ㎞ で 、 主要 地 方 道 野 田 牛 久 線 と し て整 備 す る 計 画 で す 。 こ の うち 、 道 路 事 業 区 間 約 ８ ㎞ が高 対 室 の 担 当 で し た 。　
早 速 、 県 道 グ ル ー プ や 設

計 を 担 当 し て い た 竜 ケ 崎 、土 浦 両 事 務 所 に 状 況 確 認 を行 い 、 調 整 す べ き 内 容 や 課題 を 整 理 し ま し た が 、  「 本当 に こ ん な 状 況 で 、 来 年 度に 用 地 着 手 で き る の だ ろ うか 」 と 、 不 安 で い っ ぱ い でし た 。　
現 状 の 課 題 は 、 主 に ４ 点

あ り ま し た 。 ま ず は 守 谷 市域 の 一 部 で 鉄 道 に よ る 騒 音被 害 を 訴 え る 猛 反 対 が あ

り 、 都 市 軸 道 路 計 画 に も 波及 し て い た こ と 。 さ ら に 、合 併 前 だ っ た 伊 奈 町 、 谷 和原 村 区 間 は 、 用 地 買 収 予 定単 価 が 隣 接 の つ く ば 市 、 守谷 市 と 大 き な 乖 離 が あ り 、町 ・ 村 全 体 で 反 発 し て お り設 計 協 議 が 未 了 で あ っ た こと 。 そ し て 、  鉄 道 事 業 者  （ 当時 の 日 本 鉄 道 建 設 公 団 ） との 協 議 調 整 に ほ と ん ど 進 展が な い 状 態 や 、 こ れ ら の 課題 を 速 や か に 解 決 し た 上 で翌 年 度 か ら 着 手 す る 、 用 地取 得 に 向 け た 予 算 要 求 を 行う こ と 等 、 こ れ ら の 課 題 はか な り 高 い ハ ー ド ル に 感 じま し た 。

　
私 は 学 生 時 代 、 浅 草 が 好 き で よ く 遊 び に 行 っ て

い ま し た 。 浅 草 寺 に お 参 り し 、 仲 見 世 を ぶ ら り ぶら り と 歩 き 、 適 当 な 居 酒 屋 を 見 つ け 、 仲 間 と 楽 しく お 酒 を 飲 む の で す 。 す れ 違 う 人 が み な 笑 顔 で 活気 の あ る 、 い い 街 だ と 思 い ま し た 。 後 に 、 こ の 浅草 に 関 係 す る 鉄 道 事 業 に 深 く 関 わ る と は 、 思 っ ても み ま せ ん で し た 。

� （ 弊 社 Ｈ Ｐ ト ピ ッ ク ス に 掲 載

）

　
昭 和

6 1年 ４ 月 、 ４ 年 間 お

世 話 に な っ た 道 路 建 設 課 から 企 画 部 の 鉄 道 交 通 課 に 転勤 と な り 、 常 磐 新 線 を 具 体化 す る グ ル ー プ に 配 属 と な　
平 成 ６ 年 度 末 、 私 が 所 属

し て い た 道 路 建 設 課 高 速 道路 対 策 室 で は 、 日 本 道 路 公団 （ 現 Ｎ Ｅ Ｘ Ｃ Ｏ ） よ り 受託 し た 北 関 東 自 動 車 道 （ 水戸 ～ 友 部 間 ） の 設 計 協 議 等の 諸 調 整 が ま と ま り 、 道 路公 団 の 強 い 希 望 で あ っ た 年度 内 の 用 地 取 得 の 実 績 を 積

埼 玉 県 、 千 葉 県 に 理 解 し ても ら う た め 、 課 長 の 陣 頭 指揮 の も と 、 く る 日 も く る 日も 説 明 し て 歩 い た の で す 。だ ん だ ん 関 係 者 か ら 理 解 が得 ら れ る よ う に な り 、 少 しず つ 事 業 化 に 近 づ い て い きま し た 。　
一 方 、 宅 地 開 発 で す が 、

伊 奈 町 と 谷 和 原 村 の 行 政 界に あ る 丘 陵 部 約 ２ ７ ５

 

h a

に つ い て 、  開 発 適 地 と 定 め 、着 々 と 準 備 を 進 め て い た ので す 。 地 元 の 合 意 形 成 も でき 、 約 １ ３ ５ 億 円 の 用 地 買収 費 が 用 意 さ れ 、 用 地 の 先買 に 入 っ た の で す 。　
も ち ろ ん 事 業 者 は 茨 城

県 、 先 買 は 企 画 部 、 土 地 区画 整 理 事 業 は 土 木 部 が 行 うこ と に な り ま し た 。 約 ４ 割の 土 地 の 先 買 を 行 い 、 の ちに 鉄 道 用 地 な ど に 集 約 換 地す る 計 画 で す 。 買 収 は 伊 奈町 と 谷 和 原 村 に す べ て お 願い し て 進 め ま し た 。 こ の 時の 心 配 の 種 は 、 開 発 が 進 んで 、 鉄 道 が 遅 れ た 場 合 、 どの よ う に 土 地 を 売 る か と いう 問 題 で す 。　
結 果 的 に 、 鉄 道 の 両 サ イ

ド に ２ 車 線 ず つ 、 計 ４ 車 線の 道 路 を つ く り 、 国 道 ２ ９４ 号 線 ま で 結 ぼ う と い う こ

務 大 臣 も 務 め ら れ た 増 田 寛也 氏 で す 。 運 輸 政 策 審 議 会の 答 申 で は 守 谷 ま で の 区 間を 将 来 構 想 と し て 示 し て いた も の に 事 業 化 の 目 途 を つけ る な ど 、 と て も 忙 し く やり が い の あ る ３ 年 間 を 過 ごし ま し た 。　
ま ず は 守 谷 市 か ら 、 国 の

機 関 が た く さ ん あ る つ く ば市 を 目 的 地 に し た ほ う が 合意 形 成 が と り や す い だ ろ うと い う こ と に な り ま し た 。ま た 、 国 鉄 か ら Ｊ Ｒ に 衣 替え し た こ と も あ り 、 常 磐 線の 混 雑 緩 和 だ け が 目 的 で はな く 、 新 た に 宅 地 を 生 み 出す 開 発 新 線 の 位 置 づ け を 加え よ う と い う こ と に な っ たの で す 。　
首 都 圏 の 若 い 人 た ち に 、

守 谷 、 谷 和 原 、 伊 奈 、 つ くば に 住 ん で も ら い 、 す ば らし い 環 境 の も と で 子 育 て をし て も ら お う 、 と い う 考 えで し た 。　
こ の 計 画 を 国 、 東 京 都 、

と に な っ た の で す 。 こ の 道路 は 鉄 道 の 工 事 に も 使 え るし 、  一 緒 に 用 地 買 収 も で き 、ま た 沿 線 開 発 に も 役 に 立 つ『 一 石 三 鳥 』 で あ る と 考 えた の で す 。　
こ れ は 国 に も 大 い に 認 め

ら れ 、 東 京 外 環 自 動 車 道 まで の 約

3 0㎞ の 計 画 と な っ た

の で す 。 私 も 後 に 道 路 建 設課 に 戻 り 、 こ の 道 路 を 鉄 道と 同 時 施 工 で 進 め る こ と に大 い に 関 わ っ た の で す 。 特

に 守 谷 駅 、 小 貝 川 橋 梁 は 施工 が 難 し く 、 現 場 で 担 当 され た 方 々 は 本 当 に 大 変 だ った と 思 い ま す 。　
ち ょ っ と 強 引 な こ の 計 画

も 、 県 内 は 立 派 に 出 来 上が っ て お り ま す 。 の ち の ため に 、 利 根 川 橋 梁 の 下 部 工の 一 部 は 、 鉄 道 と 一 体 型 で出 来 上 が っ て い ま す 。 茨 城県 の 未 来 の た め に 欠 か せ ない 、 夢 の あ る 都 市 軸 道 路 の誕 生 で す 。

い
ば ら き の

公 共 事 業

い
ば ら き の

公 共 事 業

〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜〜 歴 史 を た ど り 、  後 世 に 残 す 〜

県 土 木 部 道 路 建 設 課 編 ②

い ば ら き の 公 共 事 業 を 紐 解 く

浦 和

　
振 （ う ら わ

　
あ つ

し ）１ ９ ６ １ 年 ４ 月

2 6日 生 ま

れ 。

6 2歳 。 初 入 庁 は

8 0年

で 、 初 所 属 は 境 土 木 事 務所 （ 現 境 工 事 事 務 所 ）  。そ の 後 、 Ｕ Ｒ 都 市 機 構 係長 （ 出 向 ）  、 都 市 整 備 課課 長 補 佐 、 道 路 維 持 課 室長 補 佐 、 立 地 整 備 課 技 佐な ど を 経 て 、 ２ ０ ２ １ 年に 常 総 工 事 事 務 所 長 で 定年 を 迎 え た 。

３ 県 つ な ぐ 大 動 脈 、  沿 線 開 発 に 拍 車

　
守 谷 市 域 の 反 対 地 区 に 対

し て は 、 地 域 住 民 の 声 を 聞く た め 、 市 と 協 力 し て 説 明会 を 幾 度 と な く 実 施 し ま した 。 併 せ て 騒 音 対 策 の 協 議や 、 防 音 壁 を 設 置 し て あ る他 都 県 路 線 の 現 地 視 察 を 行う な ど 、 住 民 の 理 解 を 得 るた め 力 を 尽 く し ま し た 。　
ま た 、 伊 奈 町 ・ 谷 和 原 村

区 間 に つ い て は 、 用 地 単 価の 問 題 は 設 計 協 議 と 別 扱 いで お 願 い し ま し た 。 協 議 を重 ね る う ち 、 徐 々 に 県 側 の熱 意 が 伝 わ り 、 道 路 設 計 の精 度 を か な り 高 め て い く こと が で き ま し た 。　
日 本 鉄 道 建 設 公 団 の 担 当

者 と は 、 関 東 支 社 が あ る 上野 ま で 出 向 い て 協 議 を 行 いま し た 。 打 合 せ を 進 め て いく 中 で 新 た に 協 議 が 必 要 とな っ た 、 小 貝 川 橋 梁 部 の 構造 協 議 な ど に つ い て も 十 分な 議 論 を 交 わ す こ と が で きま し た 。 そ の 結 果 、 平 成 ７年 度 末 に は 「 道 路 と 鉄 道 の並 行 区 間 の 用 地 測 量 に 関 する 覚 書 」 を 締 結 す る こ と がで き た の で す 。

　
こ れ ら の 協 議 調 整 と 並 行

し て 、 翌 年 度 か ら 着 手 す る用 地 買 収 に 向 け た 予 算 要 求を 進 め ま し た 。 平 成 ７ 年 度か ら 県 道 グ ル ー プ の 課 長 補佐 を 担 当 し て い た 渡 邊 さ んと 相 談 し て 、 事 業 化 し た ばか り の 路 線 に 用 地 国 債 分 含め 数 十 億 円 の 予 算 を 、 財 政課 に 持 ち 込 ん だ の で す 。 財政 課 と の 激 論 を 経 て 、 ほ ぼ要 求 通 り の 予 算 を 得 る こ とが で き ま し た 。　
年 度 末 に は 、 用 地 単 価 の

問 題 が 残 っ て い た も の の 、予 定 通 り 県 南 都 市 建 設 事 務所 へ の 引 継 ぎ を 終 了 。 そ の後 、  同 事 務 所 の 奮 闘 に よ り 、平 成 ８ 年

1 2月 に は 用 地 買 収

に 着 手 し ま し た 。 小 貝 川 橋梁 や 守 谷 ト ン ネ ル な ど の 難工 事 も 土 木 部 の 技 術 力 で 乗り 切 り 、 平 成

1 7年 ８ 月 の つ

く ば エ ク ス プ レ ス 開 業 に 併せ 、 部 分 供 用 に ま で 漕 ぎ つけ ま し た 。　
今 後 は 、 茨 城 ・ 千 葉 ・ 埼

玉 を 結 ぶ 大 動 脈 の 完 成 に 向け 、 土 木 部 の 悲 願 で あ っ た利 根 川 橋 梁 渡 河 区 間 の 早 期事 業 化 が 待 た れ る と こ ろ です 。

 

（ 島 津 就 子 ）

夢 の あ る 都 市 軸 道 路 の 誕 生

元 県 土 木 部 長
（ 当 時 ・ 県 土 木 部 道 路 建 設 課 ）

元 県 常 総 工 事 事 務 所 長
（ 当 時 ・ 県 道 路 建 設 課 高 速 道 路 建 設 対 策 室 主 任 ）

渡 邊 一 夫 氏 浦 和 　 振 氏×

り ま し た 。 課 長 は 、 の ち に岩 手 県 知 事 に 就 任 さ れ 、 総

現 況 （ み ら い 平 方 面 を 望 む ）現 況 （ み ら い 平 方 面 を 望 む ） 現 況 （ 守 谷 方 面 を 望 む ）現 況 （ 守 谷 方 面 を 望 む ）

小 貝 川 橋 梁小 貝 川 橋 梁 利 根 川 橋 梁利 根 川 橋 梁

３ カ 年 継 続 費

4. 7億 設 定

　
石 岡 市 は 八 郷 学 校 給 食 セ ン タ ー （ 須 釜 １ ３ ０ ０

－ ７ ） の 中 規 模 改 修 工 事 を 計 画 し て お り 、 本 年 度
当 初 予 算 で ３ カ 年 継 続 費 ４ 億 ７ ０ ５ ０ 万 円 を 設 定し て い る 。 機 能 を 停 止 し な い た め 、 工 区 を 分 割 して 複 数 年 度 で 発 注 す る 。 ２ ０ ２ ３ 年 度 は １ 期 工 事を 実 施 す る 予 定 で 、

1 0月 ご ろ に 一 般 競 争 入 札 を 公

告 す る 。 来 年 度 は 厨 房 設 備 な ど の ２ 期 工 事 を 発 注す る 見 通 し だ 。 設 計 は ㈲ ナ オ エ 綜 合 設 計 が 策 定 。
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働 き 方 改 革 で 講 習 会

茨 建 協 筑 西 支 部

枝 線

3 9 2ｍ の 設 計

来 月 １ 日 に 開 札

鷺 内 住 宅 の 外 壁改 修 へ 実 施 設 計

《 水 戸 市 》

《 那 珂 市 》


